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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、生活空間を構成する人工物エレメントのデザインが特色ある地域の景観つまりは地

域ブランドの構築において、感性価値創造に果たす役割と効果に着目しその関連性を明らかに

することを目的に進めた。その結果、ケースタディ地域におけるエレメントが地域景観や地域

ブランドに与える影響と効果について調査・分析そして考察を行い、地域ブランド構築に貢献

する景観形成のためのエレメントの計画設計の方法構築のための指標を導きだすことができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study focuses on the efficacy and use of kansei (sensitivity) value creation for the construction of 

distinctive regional landscapes (or “regional brands”) where man-made design elements construct a 

living space. This focus advances our objective of clarifying design relationships. Accordingly, we 

surveyed, analyzed and discussed the design elements of our regional case study, and looked at their 

efficacy and influence on the regional landscape and regional brand. As a result, we were able to draw 

up an index of ways to build project plans for landscape design elements that contribute to the 

construction of a regional brand. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)研究の背景として，2007 年５月に経済
産業省より「感性価値イニシアティブ」が
発表され，その中で商品やサービスの価値
を捉える新たな軸として「感性価値」が提
唱された。感性価値とはヒトの感性に働き

かけ，感動や共感を得ることによって顕在
化し，ヒトの心地・感覚・感動といった感
性的・主観的なものへと移行した新たな価
値である。感性価値をマネジメントしてい
くことは，今後，産業界や地域社会などの
多様な分野での新たな価値創造の手法であ
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り，また地域ブランドの創出を図る際，感
性的な評価を行うことは非常に有効な手法
であり，その評価方法の構築は極めて重要
であるといえる。本研究では，地域ブラン
ド構築のための景観形成において，地域景
観の構成要素としてのエレメントと，それ
らが創出する感性価値に注目したものであ
る。 
(2) 成熟社会に突入した我が国において、高
度経済成長期に行われた国家主導の全国画
一的な都市開発に対する反省から、地域主権
に主眼をおいた地域独自の景観形成に対す
る関心が高まっている。景観条例を制定する
自治体数は平成元年からの 15 年間でおよそ
４倍に増加している。また、市民のまちづく
り団体数は 549 団体（2000 年３月末）から
15,734 団体（2009 年９月末）と爆発的に増
加し、まちづくりへの市民参加は加速してい
る。いま、都市の主役である市民に立脚した
地域独自の景観づくりが求められている。加
えて、国家政策において地域主権や観光産業
の強化方針を打ち出しており、今後、都市間
競争の激化が予測される。都市は市民だけで
なく、より多くの人々に地域独自の魅力や価
値を発信することで「選ばれるべき対象」と
なる必要がある。こうした景観に対する「受
け手」の観点から、都市街路空間は地域の独
自性を発信・共有できる開かれた場として、
非常に重要である。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は，生活空間を構成する構成要素
（アーバンエレメントや生活エレメントなどの人
工物エレメント）のデザインが特色ある景観つ
まりは地域ブランドの構築において，感性価
値創造に果たす役割と効果に着目し，その関
連性を明らかにするとともに，エレメントが景観
形成において創出する感性価値とその評価
方法の構築及び，景観構成要素としてのエレ
メントデザインの指針を導きだすことを目的と
する。 
(2) 本研究は，エレメントが地域景観や地域
ブランドに与える影響と効果について考察し，
ケースタディ地域での景観形成シミュレーショ
ンを通して，今後，地域ブランド構築に貢献す
る景観形成のためのエレメントの計画設計の
方法構築のための指標を導出することが目的
である。 
 
３．研究の方法 
(1)地域ブランドを感じることができる景
観と，そこに存在する感性価値との関係を
文献調査等により明らかにし，景観に対す
る感性評価指標の作成を行う。 
(2) 複数のケーススタディ地域を選定し，
地域とエレメントの関係の実態を把握し，
空間特性及びエレメントの利用特性に関す

る調査と分析を行い，地域景観及びエレメ
ントと空間計画の事業者や管理者，そして
生活者との関わりから，景観構成要素とし
てのエレメントデザインについて解決すべ
き課題を明らかにする。 
(3) エレメントによって構成される景観及
び空間に対する感性評価を実施し，エレメ
ントと，構成された景観及び空間から創出
される感性価値との関係性を明らかにする。 
(4) これらの調査及び分析結果から，エレ
メントが地域景観や地域ブランドに与える
影響と効果について考察し，ケースタディ
地域での景観形成シミュレーションを通し
て，今後，地域ブランド構築に貢献する景
観形成のためのエレメントの計画設計の方
法構築のための指標を明らかにするもので
ある。 
 
４．研究成果 
(1)平成 20年度の研究実績としては、平成 19
年度の経過を受けて、都市街路景観において
認識・評価される「地域の独自性」について
の感性評価実験を行った。この評価実験は、
研究代表者らが構築してきたクオリティカ
ルテ評価・診断システムを用いて実験・ 分
析することで、地域ブランドの骨幹となる
「独自性」についての本質を明らかにするこ
とを目的に、長崎市都市景観形成地区内の４
街路をケーススタディに実施した。クオリテ
ィカルテ評価・診断システムによる景観評価
指標を作成し、被験者を街路景観に対する作
り手（行政・建設関係者）と受け手（市民・
観光者など）に分け、 WEB を用いた街路景観
評価実験結果を数量化Ⅱ類による解析を行
い、地域独自性評価に強い影響を与える「地
位域独自性評価要因」を抽出し、現状の景観
形成施策・デザインとの間での考察から新た
な提言を導いた。本年度の研究結果としては、
全街路に共通した地域独自性評価要因は見
当たらず、街路ごとに熟慮する必要性が明ら
かとなった。また作り手と受け手の地域独自
性評価要因は大きく異なり、作り手は受け手
の目線で景観形成を行うことが必要である。
特に、歴史的街路景観では、歴史性以外の地
域独自性評価要因が存在していることが明
らかとなり、これらの指標にも配慮した上で
景観形成を行うことが望ましいなどを導い
た。 
 
(2)平成 21 年度は、景観評価に関する文献を
収集し、テキストマイニングの手法を応用し
て景観の持つ感性価値について調査したと
ころ、楽しさ・審美性・歴史性などといった、
合計 12 種類の感性価値を抽出することがで
き、この結果から景観に対する評価基軸を作
成した。また、同調査にて、景観の感性価値
を形成しているとみられる要素（感性価値形



成要素）として、道路形状・植物・建築物（建
築ファサード）など、合計 11 種類の要素を
抽出した。なお、この感性価値形成要素には、
景観内に確認できる要素、つまりは景観を物
理的または現象的に構成している景観構成
要素の他に、評価者（観測者）が当該地域に
対して持つ先入観やイメージ、知識や訪問経
験などといった景観内には確認できない要
素が存在すると考えられた。次に、西日本に
おける政令指定都市のうち、名古屋市、京都
市、大阪市、神戸市、広島市の５都市をケー
ススタディ地域として選定し、それぞれの都
市における各種の政策等によってシンボル
ロードと位置付けられている６つの街路を
実態調査の対象に選定した。そして、調査対
象として選定した各街路へ赴き、それぞれの
景観構成要素および周辺地域等の現況調査
を行い、その結果をまとめたところ、整備時
期や地区計画等の違いによって、同じ街路で
も構成要素が大きく異なる場面（景観シー
ン）が多数確認された。最後に、これらの事
態調査の結果から、街路景観の評価対象とし
て合計 18の景観シーンを選定した。 
 
表１ 街路景観評価指標 

 
 
(3)平成 22年度はケーススタディ選定地域（長
崎市）に対する第 2 次イメージ調査と，景観に
対する言語を用いた感性評価（略して景観評
価と呼ぶ）調査の第２次調査を行い，双方の
結果を比較し，さらに平成20年度のエレメント
の配置などの現状調査結果並びに平成 21年
度に実施したケーススタディ選定地域の第１
次調査と本年度第 2次調査の比較分析から，
エレメントとそれらが構成する景観及び，地域
イメージとの関係性を分析し，特色ある地域景
観の形成におけるエレメントの役割と効果に
ついて以下のように考察した。 
 本分析では、ヒトが街路景観を体験したと

きに感じる「地域独自性」の評価要因の顕在
化を行い、それらの作り手と受け手に関する
比較考察と、受け手の地域独自性評価要因と
現状の景観形成計画との因果関係を考察し
た。実験結果を街路ごとに表２から表５に示
したが、これらの結果をまとめたものを表６
に示す。 

表５．新地中華街における分析結果 

表３．セントポール通りにおける分析結果 

表４．川端通りにおける分析結果 

表２．オランダ坂通りにおける分析結果 



 
 セントポール通りにおける「個性的な風景
を作り出している」、新地中華街における「活
気ある空間である」の２指標以外では、全て
において作り手と受け手の地域独自性評価
要因が異なっていた。また、３つの指標につ
いては、影響度の正負が反転しており間逆の
関係性となっていた。これらのことから、作
り手と受け手の地域独自性評価要因にはズ
レが多く、今後作り手は、受け手の価値観を
しっかりと理解した上で景観形成を行うこ
とが必要である。 
 
 以上の考察から地域ブランド構築に貢献す
る景観形成のためのエレメントの計画設計の
方法構築のための指標を導出して本研究の
まとめを行った。 
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〔図書〕（計０件） 
○該当無し 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計１５件） 
名称：意匠登録 
発明者：森田昌嗣、曽我部春香、藤澤寛 
権利者：国土交通省九州地方整備局 
種類：意願 
番号：２００９－００８９２２~２００９－０
０８９３６ 
出願年月日：平成２１年４月１７日 
国内外の別：国内 
 
○取得状況（計１５件） 
名称：意匠登録 
発明者：森田昌嗣、曽我部春香、藤澤寛 
権利者：国土交通省九州地方整備局 
種類：意匠登録 
番号：第１３８１５３５~１３８１５４９ 
取得年月日：平成２２年２月５日 
国内外の別：国内 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
○該当無し 
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